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「⼤学からの情報共有」であり、⼤学から地域の皆様にお伝えすることが⽬的。
まずお知らせすることであり、連絡の内容にかかわらず、⾃治会⻑にアクションを求める

ものではありません。

➢ 知っておいてもらう
➢ 疑問にこたえる

⼤学からの連絡（前回議論となった部分についての整理）

自治会長に個別に連絡する理由

〇透明性の確保の一端として
（発生した時点では、徒に不安をあおることのないように限定的に）
〇自治会長と大学のコミュニケーションの機会と捉える
〇連絡の習慣化、トレーニングとして

※連絡したものの経過・結果等については、ホームページや協議会の場で報告します。

大学から自治会長への連絡とは

前回の議論（第１報の連絡を受けた後について）
• ⾃治会⻑にどういう⾏動を取ってほしいのか
• 連絡を受けた代理の者でも動けるものを⽰してほしい
• ⾏政に連絡が⼊り、加えて⾃治会に情報伝達するような表にすべきではないか
• ⾃治会⻑に判断を委ねられても対応するのは困難
• 混乱しないよう第２報を待て、でいいのではないか

4



長 崎 市

第１報

長 崎 県

＜大きな自然災害等やトラブルが発生したとき＞

発生の連絡

長 崎 大 学

自治会長・連合自治会
長（直接）

第２報

＜事象が進展したとき＞

県・市との情報共有・対応協議等を経て、情報を発信する。
以下のような手段を用いて、広く迅速に伝える。

長 崎 市

長 崎 県

長 崎 大 学

プレスリリース・HP
記者会⾒
防災⾏政無線、防災メール
現場広報 ･･･
⾃治会⻑・連合⾃治会⻑（直接）

〇 ⻑崎⼤学⾼度感染症研究センターです。ただいま⼤きな地震が発⽣しま
した。現在、実験を中⽌し実験棟の状況の確認を⾏っています。

〇 ⻑崎⼤学⾼度感染症研究センターです。先ほど実験棟内にて⽕災が発⽣
したため、実験を中⽌し消防に連絡しました。現在消⽕活動中です。

○ 実験室内で針刺し事故が発⽣し、⼤学病院の隔離施設に搬送しました。

（イメージ） （イメージ）

（通知の例）

〇 さきほどの地震について、実験棟内の設備等は正常に作動しています。
（⾃治会⻑あて）

〇 実験棟で⽕災が発⽣し、校舎に延焼しています。キャンパス内に⼊らない
ようご注意ください。現在、消防による消⽕活動を⾏っています。

〇 実験者の○○ウイルス感染が確認されました。現在治療中です。また、濃厚
接触者について感染の確認を⾏っています。

伝達のイメージ（前回議論となった部分についての整理）

（通知の例）

5



新たな地域とのコミュニケーション組織の検討について（その３） 

 

これまでにいただいた意見等を参考に、あらためて案の概要をお示しします。 

 

〔地域連絡協議会の見直し：拠点の整備に関する検討から運用状況の確認へ〕 

これまでの「拠点の整備に関連する情報の提供及び安全・安心の確保等について

協議する」から、施設の運用状況について情報共有を行い、施設が安全に、かつ適

切に運用できているか、必要な管理が行われているかなど実運用に関する報告・確

認や意見交換を主眼として開催する。 

 

名称（例）「高度感染症研究センター実験棟の運用に関する地域連絡協議会」 

 

１．組織の設置 

長崎大学高度感染症研究センター実験棟の運用状況について透明で開かれ

た情報共有を行い、厳格な管理及び安全な施設運用の継続的な実施に資するた

め、本協議会を設置する。 

 

２．協議事項について 

高度感染症研究センター実験棟に関して、稼働の状況、実験の実施状況、地域

への報告など、以下の事項について協議する。 

・施設の運用状況（実験・研究を含む）に関すること 

・安全対策及び災害時対策に関すること 

 （事象発生・自然災害発生時の対応、訓練の実施状況などの報告） 

・その他、施設の運用管理、情報提供に関する事項 

 （改善事項の検討など。例えば、情報提供のあり方等） 

 

３．委員の構成について 

現在の構成を踏まえつつ、近隣の住民の代表、県市の担当課に加え、消防、防

災、保健所など、実務上関連する組織に参加を呼びかけ、継続的な地域との情報

共有と同時に、安全のための確認などの場として活用することを主眼とした委員

構成とする。 

・江平、坂本町道上、平野町山里、平和町、本尾町、山里中央各自治会長 

・坂本地区、高尾地区、山里地区各連合自治会長 

（大学との橋渡しとして、防災に限らず総合的な判断を求められることなどを考慮し、

原則として自治会長の参加をお願いしたい。） 

・長崎大学（高度感染症研究センター） 

・長崎県（感染症対策部門） 

・長崎市（保健部門） 

・長崎市（防災部門） 

・長崎市消防局  

・有識者 

 （長崎大学病院、医師会、学識経験者など。） 

・その他、三者連絡協議会が必要と認めた者 
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４．開催について 

  定例的な会議として、年３回～４回程度の開催を想定 

  緊急事態が発生した場合を含め、必要に応じて随時開催する。 
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